
　
今
後
、
気
温
や
湿
度
が
高
く
な
る
季
節
を

迎
え
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
懸
念

な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ス
ク
着
用
の
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
国
か
ら
取
扱
い
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
周
り
の
人
と
の
距
離
が
確
保
で
き
る
屋
外

で
は
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
が
、感
染
状
況
に
応
じ
、引
き
続
き
マ
ス

ク
着
用
を
含
め
た
基
本
的
な
感
染
対
策
（
手

指
衛
生
や
換
気
な
ど
）
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
取
扱
い
、
お
よ
び
北
海
道
教
育
庁
か

ら
の
通
知
を
受
け
、市
教
育
委
員
会
で
は
、市
内

小
中
学
校
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
き
ま

し
て
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
登
下
校
時

　
複
数
名
で
登
下
校
し
、「
身
体
的
距
離
が
確
保

で
き
な
い
」「
会
話
が
あ
る
」
場
合
が
多
い
と
考

え
、「
マ
ス
ク
着
用
」を
基
本
と
し
ま
す
。一
人
や

距
離
が
確
保
で
き
て
い
る
場
合
は
、「
マ
ス
ク
を

外
す
」よ
う
に
し
ま
す
。

●
熱
中
症
対
策

　
室
内
外
の
気
温
、湿
度
な
ど
に
よ
り
、授
業
時

間
の
途
中
で（
会
話
な
し
で
）マ
ス
ク
を
外
す
機

会
や
水
分
補
給
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
き
め

細
か
な
対
応
を
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
74-

２
０
０
０

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

問

ゴール４では、すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育
を確保し、生涯学習の機会を促進することを目指しています。

子どもに対する質の高い教育

生涯学習の機会の促進

「確かな学力を育む教育の推進」
　学校での日常生活や学習に教育的補助が必要な児童生徒を、学校内でサポートする学習支援員や、きめ
細かな学習指導を行うための補助教員の配置を行うことで、誰一人取り残さない教育環境づくりを推進し
ています。
「英語検定料助成事業」
　急速にグローバル化が進む中、外国語によるコミュニケーション能力がさまざまな場面で必要であると
想定されています。学校に就学する児童生徒の英語力向上を図るため、公益財団法人日本英語検定協会が
実施する実用英語技能検定の検定料の一部を助成しています。

　市教育委員会では、教養と幅広い見識を深め、いつまでも健康で生きがいのある生活を送れるよう、高齢
者大学を開校しています。暮らしに役立つ法律から、健康や経済などの各種講座や宿泊研修、施設見学、レ
クリエーションなどバラエティーに富んだプログラムを用意しています。

　目標の達成に向けて、まず、本やインターネットなどを通じて教育の現状を知り、関心を
持つことから始めてみませんか

教室等での教科等
の学習時間 マスクを着用

体育館やグラウン
ドでの体育の授業
（活動）等

マスク
を外す

近距離で会話をするとき、
マスクを着用する

休み時間
等

教室 マスクを着用
体 育 館
や グ ラ
ウンド

マスク
を外す

近距離で会話をするとき、
マスクを着用する

登下校中 マスク
を着用

身体的距離が確保できる場
合や会話がない場合は、マ
スクを外す

放課後
（登下校中と同様）

マスク
を着用

身体的距離が確保できる場
合や会話がない場合は、マ
スクを外す

部活動中 各競技団体から出されている
「ガイドライン」に則る

持続可能な開発のための「教育」

ゴール４
質の高い教育を
みんなに

4 質の高い教育を
みんなに

徒歩通勤など
人とすれ違う場合 通勤電車の中

・ランニングなど離れて行う運動
・鬼ごっこなど密にならない外遊び
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